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　鳥取短期大学附属幼稚園（福庭）では、６月５日（金）にプール開きが行われ、

１７日（水）には年長クラスがプールに入りました。しっかり準備体操をした後、

ワニやカエルになって水中を歩いたり、宝探しなどをして楽しみました。

　園児たちは水鉄砲遊びが大好き。友だちを狙って水を掛け合ったり、空に向

けて水を飛ばしたりして、大きな歓声があがっていました。

　梅雨が明けるまで、まだまだ水温が低い日もあり、この日も日なたぼっこを

しながら入っていましたが、園児は、気温が高くなり、毎日水遊びすることを

楽しみにしていました。

暑い夏がやってくる！
～プールで水遊び～
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夏

▲打吹天女と２人の童子
　（長谷川富三郎氏の作品）

第３３回

打
吹
ま
つ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
ス
タ
ー
ト
！

　

今
年
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
郷
土
が

誇
る
芸
術
家
、
故
長
谷
川
富
三
郎

氏
の
版
画
を
プ
リ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
宝
を
全
国
に
発
信
し
、

ま
つ
り
を
通
じ
て
倉
吉
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
売
上
は
、
ま

つ
り
運
営
の
大
き
な
収
入
源
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、皆
さ
ん
で「
買
っ
て
協
力
！

着
て
参
加
！
」し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格

：

１
，５
０
０
円

色

：

オ
リ
ー
ブ（
緑
系
）、
エ
ン
ジ

（
赤
系
）

サ
イ
ズ

：

１
３
０
、
１
５
０
、
Ｓ
、

Ｍ
、
Ｌ
、
Ｘ
Ｌ

販
売
店

：

パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン（
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
Ｂ
Ｙ
ヨ
シ

ダ
、
赤
瓦
一
号
館
、
市
役
所
商
工

観
光
課
、
市
役
所
関
金
支
所
な
ど

楽
市
楽
座
の
出
店
者
募
集

対　

象

：

倉
吉
市
内
の
団
体
お
よ

び
個
人

募
集
数

：

10
テ
ン
ト

募
集
期
間

：

７
月
６
日（
月
）
〜
８

日（
水
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法

：

所
定
の
申
込
書
に
よ

り
直
接
提
出（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※ 

応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
よ

り
出
店
者
を
決
定
し
ま
す

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

打
吹
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局（
あ
２
２―

８
１
５
８

／
い
２
２―

８
１
３
６
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

ま
つ
り
当
日
の
運
営
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
よ
う
！

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

打
吹
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局（
あ
２
２―

８
１
５
８

／
い
２
２―

８
１
３
６
）

み
つ
ぼ
し
踊
り
大
会
、
打
吹

天
女
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
参

加
者
募
集

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp
://w
w
w
.a
p
io
n
e
t.o
r.jp
/

k
a
n
k
o
u
/

～遥かなまち倉吉へ～

８月1日（土） 、2日（日）開催

※ 内容は変更する場合が
あります。

山車（屋台）巡行

牛鬼パレード

女みこし

小学生金管バンド隊パレード

たから屋夜市

レトロＺＯＮＥ

倉吉みつぼし踊り大会など

ところ：銀座通り、打吹公
園通り、白壁土蔵群周辺、シ
ビックセンターたからや 音楽ステージ

打吹天女コンテスト

太鼓ステージ

楽市楽座

飛天花火大会など

ところ：倉吉大橋下河川敷 
飛天夢広場
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保
険
料
の
計
算

　

４
月
か
ら
３
月
を
１
年
と
し
、

年
額
保
険
料
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
途
で
加
入
し
た
場
合
は

加
入
月
分
か
ら
計
算
さ
れ
、
中
途
で

保
険
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
の
喪
失

月
分
は
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
は
、

① 

所
得
割（
被
保
険
者
の
前
年
の

所
得
か
ら
算
出
）

② 

均
等
割（
被
保
険
者
全
員
が
均

等
に
負
担
）

の
合
計
に
な
り
ま
す
。

＋

＝

均等割額

（均等に負担する額）

４１，５９２円

保険料額

所得割額
（所得に応じて負担する額）

（総所得など※－３３万円）
×７.７５％

※総所得金額などとは、「年金
収入－公的年金控除」、「給与
収入－給与所得控除」、「事業
収入－必要経費」などで、各
種所得控除前の金額です。

保
険
料
の
軽
減

　

所
得
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
が

７
割
、
５
割
、
２
割
と
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
み
、
平
成
20
年

度
と
同
様
、
７
割
軽
減
と
な
る
人

の
軽
減
割
合
が
８
．
５
割
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
21
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
均
等
割
額
の
９
割
軽
減
、

所
得
割
額
の
５
割
軽
減
が
追
加
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
に
軽
減
額

な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【均等割額】
被保険者と世帯主の総所得金額など 軽減割合

「３３万円」を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入８０万円以
下。そのほか各所得がない場合

９割軽減

「３３万円」を超えない世帯 ８.５割軽減
「３３万円」＋「２４.５万円×世帯の被保険者数（被保険者である世帯
主を除く）」を超えない世帯

５割軽減

「３３万円」＋「３５万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ２割軽減
※ 健保組合など（国民健康保険および国保組合は除く）の被扶養者だった人は、平成
２０年度に引き続き９割軽減となります。

【所得割額】
基礎控除後の所得が５８万円以下（年金収入２１１万円以下）の人 ５割軽減

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
特
別
徴

収（
年
金
引
き
）
と
普
通
徴
収（
納

付
書
・
口
座
振
替
）の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
原
則
、
特
別
徴
収
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
納
付
期
限
、
口
座

振
替
日
は
国
民
健
康
保
険
料
と
同

じ
で
す
。

　

平
成
20
年
度
分
の
保
険
料
の
特

別
徴
収
が
、
平
成
20
年
10
月
以

降
中
断
し
て
い
る
人
、
平
成
20
年

10
月
以
降
、
納
付
書
、
口
座
振
替

で
保
険
料
を
支
払
い
し
て
い
る
人

は
、
７
月
か
ら
普
通
徴
収
に
な
り

ま
す
が
、
10
月
か
ら
ま
た
特
別
徴

収
が
再
開（
開
始
）
さ
れ
ま
す（
要

件
を
満
た
さ
な
い
場
合
を
除
く
）。

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
場
合

で
も
、
申
し
出
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
口
座
振
替
で
の
納
付
方
法
へ

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

医
療
保
険
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※ 

保
険
料
額
や
納
め
方
は
、
７
月
中

旬
に
送
付
さ
れ
る「
保
険
料
額
決

定
通
知
書
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
料

　

長
寿
医
療
被
保
険
者
証（
保
険

証
）の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
前
年
の
所

得
で
負
担
割
合
を
判
定
し
、
有
効

期
限
を
更
新
し
て
、
７
月
中
旬
か

ら
下
旬
の
間
に
、
簡
易
書
留
郵
便

（
受
け
取
り
に
印
鑑
が
必
要
）
で
送

り
ま
す
。

長
寿（
後
期
高
齢
者
）

医
療
被
保
険
者
証
の

更
新 医

療

長寿（後期高齢者）医療制度の
お知らせ

※問合せ先：医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）

後期高齢者医療被保険者証有効期限　平成22年 7月31日

鳥取県東伯郡湯梨浜町龍島500番地

大正13年 4月 1日
平成20年 4月 1日
平成21年 7月 1日
平成21年 7月 1日

広域　　太郎

鳥取県後期高齢者医療広域連合

1割

広域連合
公印

００００００００

男

1234567890

被保険者番号

保険者番号
並びに保険
者の名称及
び印

一部負担金
の割合

交付年月日

発 効 期 日

住　　　　所

氏　　　　名

生年月日

資格取得年月日

被

保

険

者
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国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
の
と
き
、
安
心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
相
互
に
助
け
合
う
医
療
保
険
制
度
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
費
用
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
料
と
国
や
県
の
負
担
金
な
ど
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
こ
の
制
度
を
維
持
す
る
大
切
な
財
源
で
す
。

保
険
料
の
納
め
方
は
？

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
普
通
徴
収

に
加
え
、
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

【
特
別
徴
収（
年
金
引
き
）】

対
象
と
な
る
人　

・ 

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
全

員（
世
帯
主
含
む
）
が
65
歳
か
ら

74
歳
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
世

帯
主

・ 

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
世

帯
主

・ 
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険

料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分

の
１
以
下
の
世
帯
主

※ 

年
度
の
途
中
で
、
65
歳
ま
た
は
75

歳
に
な
る
世
帯
主
は
、
そ
の
年
度

は
特
別
徴
収
さ
れ
ず
、
普
通
徴
収

と
な
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）】

対
象
と
な
る
人

・ 

特
別
徴
収
の
対
象
で
な
い
世
帯
主

※ 

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
場
合
で

も
、
申
し
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

口
座
振
替
で
の
納
付
方
法
へ
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

 　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容

は
、
医
療
保
険
課
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

平成２１年度
普通徴収納付期限と口座振替日

納付期限 口座振替日

１期
平成２１年
７月３１日

平成２１年
　７月２７日

２期  ８月３１日 　８月２５日

３期  ９月３０日 　９月２５日

４期 １１月　２日 １０月２６日

５期 １１月３０日 １１月２５日

６期 １２月２８日 １２月２５日

７期
平成２２年
  ２月　１日

平成２２年
　１月２５日

８期  ３月　１日   ２月２５日

９期  ３月３１日   ３月２５日

保
険
料
の
納
付
義

務
者
は
世
帯
主

　

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
義
務

者
は
世
帯
主
で
す
。
世
帯
主
が
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
く

て
も
、
世
帯
内
に
国
民
健
康
保
険

加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
納
付
義

務
者
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
納
付
書
で
納
め
て
い
る

場
合
は
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を

す
る
と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利

で
す
。

　

平
成
20
年
４
月
以
降
、
そ
れ
ま

で
国
民
健
康
保
険
料
の
口
座
振
替

を
利
用
し
て
い
た
世
帯
主
が
、
長

寿（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
へ
移

行
し
た
場
合
で
も
、
同
一
世
帯
に

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
い
れ
ば
、

引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
料
は
、

指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
振
替
と
な

り
ま
す
。

　

口
座
の
変
更
手
続
き
は
、
金
融

機
関
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保

険
料
を
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た

人
が
、
長
寿
医
療
制
度
へ
移
行
し
、

引
き
続
き
口
座
振
替
を
希
望
す
る

場
合
は
、
新
た
に
長
寿
医
療
保
険

料
の
口
座
振
替
の
登
録
手
続
き
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料

＜平成２１年度の国保料率＞

医療保険分
後期高齢者
支援分

介護保険分※

所 得 割 ５.０ ％ １.３ ％ ０.６ ％

資 産 割 １９.０ ％ ５.０ ％ ５.５ ％

均 等 割 １７，０００ 円 ５，０００ 円 ５，５００ 円

平 等 割 １６，０００ 円 ４，０００ 円 ３，５００ 円

賦課限度額 ４７０，０００ 円 １２０，０００ 円 １００，０００ 円

※ ４０歳以上６５歳未満の人は、医療分、後期高齢者支
援分に併せて介護保険分を納めることになります。

　

保
険
料
は
、

① 

所
得
割（
被
保
険
者
の
前
年
の

所
得
か
ら
算
出
）

② 

資
産
割（
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税（
都
市
計
画
税
を
除
く
）
か

ら
算
出
）

③ 

均
等
割（
世
帯
の
被
保
険
者
数

か
ら
算
出
）

④ 

平
等
割（
一
世
帯
あ
た
り
の
金
額
）

の
４
つ
を
加
え
て
算
出
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
料
率
は
、
平
成

20
年
度
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
か
ら
介
護

保
険
分
の
賦
課
限
度
額
が
１
万
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
10
万
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
保
険
料
の
料
率
は
？

国民健康保険は
私たちの健康な暮らしを

守ります
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限
度
額
適
用（
・
標
準
負
担
額
減
額
）
認
定

証
」の
更
新

　

入
院
時
に
使
用
す
る「
限
度
額

適
用（
・
標
準
負
担
額
減
額
）
認
定

証
」は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
以
降
の
新
し
い
認
定
証
の

交
付
に
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
認
定
証
は
、
手
続
き
を

し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効
に
な
り

ま
す
。
７
月
以
前
か
ら
引
き
続
き

利
用
す
る
場
合
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
限
度
額
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
、
保
険
料
の

滞
納
が
な
い
世
帯
の
人
で
す
。

と　

き

：

８
月
３
日（
月
）か
ら

と
こ
ろ

：

医
療
保
険
課
・
支
所
管

理
課（
関
金
支
所
）

必
要
な
も
の

：

保
険
証
・
印
鑑

　

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

負
担
割
合
を
前
年
の
所
得
で
判

定
し
直
し
て
、
有
効
期
限
を
更
新

し
た
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

※ 

負
担
割
合
が「
３
割
」（
現
役
並
み
所

得
者
）と
判
定
さ
れ
た
人
で
も
、
前

年
分
の
収
入
額
に
よ
っ
て「
１
割
」

（
一
般
）と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

詳
し
く
は
、
受
給
者
証
に
同
封

す
る
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
更
新

〜
新
制
度
の
お
知
ら
せ
〜

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

　

医
療
と
介
護
、
両
方
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
全
員
が
１
年
間
に
支
払
っ
た

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
利
用
に

か
か
る
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、

基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

申
請
の
方
法
や
受
付
期
間
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

長
寿
医
療
や
被
用
者
保
険
な
ど
に

も
同
等
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
保

険
の
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＜基準額＞

（計算期間：平成２０年８月１日～平成２１年７月３１日）

区　　分
①国保＋介護

（７０才以上）

②国保＋介護

(７０才未満)

現役並み所得者（①で国保３割負担
の人）

上位所得者（ ②で国保賦課基準額
　　　　　 ６００万円超過の世帯）

６７万円

（８９万円）

１２６万円

（１６８万円）

一般（市民税課税世帯）
５６万円

（７５万円）

６７万円

（８９万円）

低所得者（市民税非課税世帯）
３１万円

（４１万円） ３４万円

（４５万円）世帯全員の所得が一定以下※

※年金収入８０万円以下など

１９万円

（２５万円）

※ 計算期間は、毎年８月から翌７月までの１２か月間です。
ただし、施行初年度の特例として平成２０年４月から平成
２１年７月までの１６か月間の計算もできます。その場合
の基準額は上表の（　）内の金額です。

医
療

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
す
で
に

健
診
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
に

な
る
危
険
性
を
早
期
に
発
見
し

て
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　

医
療
機
関
で
の
健
診
ま
た
は
、

地
区
公
民
館
で
の
集
団
健
診
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
の
際
は
、
受
診
券
と
保
険

証
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、「
く

ら
よ
し
健
康
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

特
定
健
診
・
長
寿
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

健
診

国民健康保険は
私たちの健康な暮らしを

守ります
※問合せ先：医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）
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倉
吉
市
の
固
定
資
産
税
の
税
率

は
、
１
．５
％
で
す
。

　

こ
の
固
定
資
産
税
と
は
別
に
、

用
途
地
域
内
に
土
地
や
建
物
を
所

有
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
０
．

２
％
の
税
率
で
課
税
さ
れ
て
い
る

の
が
都
市
計
画
税
で
す
。

　

こ
の
こ
と
で
、
近
隣
の
自
治
体

と
比
べ
て
税
の
負
担
が
多
い
と
い

う
負
担
感
、
ま
た
、
同
じ
市
内
で

も
都
市
計
画
税
を
課
税
さ
れ
て
い

る
人
と
い
な
い
人
が
い
る
た
め
不

公
平
感
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平

成
18
年
に
、
市
役
所
内
部
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
事
業
は
、
今
後
も
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
の
事

業
も
借
金
を
し
て
行
っ
て
い
る

た
め
、
今
後
も
そ
の
返
済
を
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
し
て
は
、
課
税
の
当
初

の
目
的
は
ま
だ
達
成
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
も
都
市
計
画
税
は
必
要

な
財
源
と
認
め
る
が
、
課
税
区
域

や
都
市
計
画
事
業
そ
の
も
の
に
つ

い
て
の
検
討
は
必
要
で
あ
る
と
結

論
づ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
税
率
を
引
き
下
げ
た

場
合
の
税
収
、
ま
た
エ
リ
ア
を
拡

大
し
た
場
合
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
試

算
を
行
っ
て
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

長
谷
川
市
長
は
、
改
め
て
、
平

成
20
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、
平

成
21
年
９
月
議
会
で
見
直
し
案
を

提
示
し
、
平
成
22
年
度
実
施
を
目

指
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
学
教
授
、
不
動
産
鑑

定
士
、
税
理
士
、
宅
地
建
物
取
引

業
者
な
ど
、
８
人
の
委
員
で
構
成

す
る「
倉
吉
市
都
市
計
画
税
検
討

委
員
会
」を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

「
倉
吉
市
は
税
金
が
高
い
」と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
近
隣
自
治
体
に
は
な
い
都
市
計
画
税
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

若
者
定
住
を
目
指
す
倉
吉
市
と
し
て
、
改
め
て
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
問
合
せ
先

：

税
務
課（
あ
２
２―

８
１
１
４
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

▼ 

な
ぜ
今
、
こ
の
こ
と
が
検
討
さ
れ

る
の
か
？

▼  

都
市
計
画
税
の
引
き
下
げ
を
し
た

場
合
、
都
市
計
画
事
業
を
取
り
や

め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
？

　

 　

ま
た
、
都
市
計
画
税
が
な
く
な

る
と
市
の
財
政
が
困
り
、
ど
こ
か

で
調
整
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
事

な
財
源
を
失
く
す
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
…
。

▼  

不
公
平
感
と
い
う
観
点
だ
け
を
捉

え
た
場
合
、
都
市
計
画
税
の
お
金

は
、
そ
の
区
域
の
み
で
使
い
ま
し

た
と
言
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
不
公

平
感
は
解
消
さ
れ
る
と
思
う
。

▼  

用
途
地
域
と
そ
の
ほ
か
の
地
域
で

は
、
負
担
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
。

　

 　

特
に
、
こ
れ
だ
け
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
で
は
、
お
年
寄
り
に

と
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
こ
の
負
担

が
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

▼ 

若
い
者
は
、
固
定
資
産
税
の
支
払

い
さ
え
大
変
な
状
況
。
社
会
保
険

料
・
住
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、

負
担
は
大
変
で
あ
る
。
そ
れ
で
負

担
の
安
い
所
へ
移
っ
て
い
く
。
つ

【
こ
れ
ま
で
の
経
過
】

【
都
市
計
画
税
と
は
？
】

　

用
途
地
域
と
は
、
都
市
計
画
法

に
よ
り
良
好
な
市
街
地
形
成
と
住

居
・
商
業
・
工
業
な
ど
が
適
切
に

配
置
さ
れ
た
合
理
的
な
土
地
利
用

を
実
現
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
の
用
途

や
形
態
に
制
限
を
加
え
誘
導
す
る

も
の
で
す
。
無
差
別
に
市
街
地
化

さ
れ
る
と
、
環
境
問
題
は
も
ち
ろ

ん
道
路
や
水
道
、
ま
た
は
学
校
な

ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る
の
が

大
変
に
な
る
た
め
、
計
画
的
な
開

発
を
目
的
と
し
て
、
住
み
よ
い
生

活
環
境
を
保
全
す
る
も
の
で
す
。

都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
る
用
途
地
域

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
区

域
内
の
主
要
な
道
路
・
公
園
・
下

水
道
な
ど
の
整
備
と
い
っ
た「
都

市
計
画
事
業
」や「
土
地
区
画
整
理

事
業
」
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
れ

ば
、
そ
の
区
域
内
の
土
地
や
家
屋

の
利
用
価
値
が
高
ま
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
最
終
的
に
こ
れ
ら
の
利
益

を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
人
た
ち

に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
の
が
都
市

計
画
税
で
あ
り
、
使
い
み
ち
が
特

定
さ
れ
て
い
る
目
的
税
で
す
。

　

倉
吉
市
で
は
、
昭
和
59
年
度

か
ら
都
市
計
画
区
域
内
の〝
用
途

地
域
〞の
土
地
・
家
屋
に
対
し
て
、

都
市
計
画
税
課
税
標
準
額
の
０
．

２
％
を
賦
課
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
税
の
目
的

倉
吉
市
都
市
計
画
税

検
討
委
員
会
で
の

意
見

　

第
１
回

：

５
月
21
日（
木
）

　

第
２
回

：

６
月
５
日（
金
）

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
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ま
り
、
ほ
か
の
町
へ
転
出
す
る
と

い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

▼  

下
げ
る
こ
と
は
、
納
税
者
と
し
て

は
賛
成
で
あ
る
。

　

 　

し
か
し
、
今
回
億
単
位
で
の
減

額
を
行
い
、
そ
れ
で
今
後
経
営
し

て
い
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で

も
経
営
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
必
要
で
は

な
か
っ
た
億
単
位
の
税
金
を
、
無

駄
遣
い
し
て
き
た
の
か
と
い
う
意

見
も
出
て
こ
な
い
か
？

▼  

現
在
、
下
水
道
の
整
備
は
か
な
り

進
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
ど
の
区

域
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

都
市
計
画
税
の
課
税
区
域
内
と

い
う
こ
と
な
ら
良
い
が
、
ほ
か
に

も
広
が
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。 

▼  

現
在
、
都
市
計
画
税
は
、
ほ
と
ん

ど
下
水
道
事
業
の
公
債
費
に
充
当

さ
れ
て
い
る
。
下
水
道
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
区
域
で
も
、
都
市
計

画
税
を
負
担
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

は
あ
る
。
課
税
区
域
は
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

※ 

第
３
回
は
、
７
月
６
日（
月
）（
と
こ
ろ

：

市
役
所
議
会
会
議
室
）開
催
予
定
で
す
。

各種事業（一般財源額）における都市計画税の割合
（単位：千円）

昭和59年 昭和62年 平成4年 平成9年 平成14年 平成19年

街路（a） 665 9,168 97,982 55,602 30,216 34,146

　うち都市計画税 175 2,511 26,917 11,052 5,404 7,104

公園費（b） 15,177 61,571 38,488 55,116 0 0

　うち都市計画税 3,998 16,863 10,573 10,955 0 0

下水道費（c） 266,431 215,449 349,037 850,717 4,524 5,601

　うち都市計画税 70,186 59,007 95,884 169,095 809 1,165

土地区画整理費（d） 205,306 285,979 255,648 232,338 5,193 14,247

　うち都市計画税 54,084 78,323 70,229 46,181 929 2,964

公債費（e） 1,445,829 1,169,048

　うち下水道公債費 1,274,171 957,427

　うち都市計画税 258,598 243,210

合計（a+b+c+d+e）（A) 487,579 572,167 741,155 1,193,773 1,485,762 1,223,042

都市計画税合計（B) 128,443 156,704 203,603 237,283 265,740 254,443

都市計画税充当率
（B/A × 100）

26.3％ 27.4％ 27.5％ 19.9％ 17.9％ 20.8％

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
行
な

わ
れ
る「
都
市
計
画
事
業
」
や「
土

地
区
画
整
理
事
業
」
な
ど
の
費
用

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
街
路
や
公
園
、

土
地
区
画
整
理
、
下
水
道
の
事
業

費
、
ま
た
は
、
す
で
に
整
備
済
み

の
事
業
に
係
る
公
債
費（
借
入
金

の
返
済
）
の
一
部
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

都
市
計
画
税
は
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

　

１
月
１
日
現
在
で
用
途
地
域
内

の
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
納
税
義
務
者
数

は
、
固
定
資
産
税
２
２
，
６
７
５

人
に
対
し
、
都
市
計
画
税
１
０
，

９
２
３
人
で
す
。

　

倉
吉
市
の
用
途
地
域
は
、
お
お

ま
か
に
上
井
・
西
郷
・
上
灘
・
成

徳
・
明
倫
・
社
・
小
鴨
の
各
地
区

の
一
部
お
よ
び
全
域
で
す（
左
図

の
青
い
部
分
参
照
）。

都
市
計
画
税
を
納
め
る
人

倉吉都市計画総括図

市
民
対
話
集
会
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ

：「
税
と
市
民
生
活
」を
考
え
る

と　

き

：

７
月
25
日（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜

と
こ
ろ

：

上
井
公
民
館

※ 

市
長
が
出
席
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。


